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村交通安全少年団・母の会

反射材を配布し、交通事故予防
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十
一
月
三
日
、
ふ
る
さ
と
総

合
セ
ン
タ
ー
で
「
豊
か
な
郷
土

共
に
創
ろ
う
二
十
一
世
紀
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
第
十
九
回
蓬
田

村
民
祭
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の

村
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、

古
川
正
隆
村
長
の
開
会
宣
言
と

共
に
、
花
火
の
合
図
で
全
コ
ー

ナ
ー
を
一
斉
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
待
ち
わ
び
て
い
た
村
民

は
野
菜
や
ほ
た
て
、
鮮
魚
の
即

売
と
商
工
会
の
ス
タ
ン

プ
交
換

セ
ー
ル
で
目
当
て
の
品
を
買
い

求
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
内
に
は
生
け
花
、

陶
芸

、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
な
ど
の

手
工
芸
品
、
川
柳
、
書
、
絵
画

の

文
芸
作
品
、
自
慢
の
盆
栽
な
ど

が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち

は
作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
会

が
運
営
す
る
焼
き
そ

ば
コ
ー
ナ
ー
も
大
繁
盛
で
地
区

の
会
長
た
ち
が
汗
だ
く
に
な
り

そ
ば
を
焼
い
て
い
ま
し

た
。
今

回
初
め
て
設
置
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
パ
ソ

コ
ン
の
操
作
や
ゲ
ー
ム
を
行
い
、

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
で
し
た
。

多
目
的
ホ
ー
ル

で
は
す

べ
て

の
村
民
が
楽
し
め
る
芸
能
発
表

を
目
指
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に

映
画
観
賞
会
、
若
者
た
ち
に
バ

ン
ド
演
奏
、
村
民
み
ん
な
に
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。映

画
は
「
ホ
ー
ム

ー
ア

囗
Ｉ

ン
３
」

を
上
映
し
、
そ
の
後
、

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
グ
ル

ー
プ

「
Ｅ

モ
　
　ー
　
　シ
　
　ョ
　
　ン

ｍ
ｏ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
の
ラ
イ
ブ
が

行
わ
れ
、
会
場
か
ら
は
大
き
な

歓
声
と
拍
手
が
鳴
り
響
い
て
い

ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
最
上

重
雄
運
営
委
員
長

が
「
村
民
祭

を
契
機
に
生
き
生
き
と
し
た
豊

か
な
ふ
る
さ
と
蓬
田
村
を
創
り
、

二
十
一
世
紀
に
向
か
い
、
新
た

な
発
展
を
目
指
し
ま
し
よ
う
。」

と
あ
い
さ
つ
し
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン

が
行
わ
れ
、
各
地
区
の
老
人

ク
ラ
ブ
と
郷
沢
母
親
ク
ラ
ブ
、

石
川
流
小
橋
支
部
蓬
田
会
、
蓬

田
連
合
婦
人
会
な
ど
村
内
の
各

種
団
体
か
ら
十
五
グ
ル
ー
プ
百

一
人
が
出
演
、
住
民
参
加
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
し

た
。
最
後
の

「
蓬
田
音
頭
」
で

は
、
出
演
者
も
観
客
も
一
緒
に

な
っ
て
踊
り
の
輪
が
会
場
い
っ

ぱ
い
に
広
が
り
、
村
民
祭
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
と
な
り
ま
し

た
。

蓬田村民祭 ２

第
十
九
回
　
蓬
田
村
民
祭

豊
か
な
郷
土
　
共
に
創
ろ
う
二
十
一
世
紀



ふれあう福祉･めざせ健康

第6回福祉と健康まつり

十
月
十
七
日
、
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン

グ
セ
ン

タ

ー
に

お

い
て

「
ふ
れ
あ
う
福
祉
・
め
ざ
せ
健

康
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
第
六
回

福
祉
と
健
康
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し

た
。

会
場
で
は
、
青
森
保
健
所

や

役
場

、
村
内
の
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
蓬
生
園
、
社
会
福
祉

協
議
会
等

が
福
祉
と
健
康
に
関

す
る
コ
ー
ナ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
開

設
し
ま
し
た
。
各
コ
ー
ナ
ー
で

は
日
ご
ろ
の
自
分
た
ち
の
活
動

や
介
護
用
品
の
使
い
方
の
説
明

を
し
た
り
、
普
段
食

べ
て
い
る

市
販
の
食
物
の
カ
ロ
リ
ー
を
展

」不
し

、
肥
満
に
注
意
し

、
「
あ

だ

り
」

を
予
防
す

る
こ
と
を
訴

え
る
等
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
保
健

婦
や
職
員
に
血
圧
や
骨
密
度
、

体
脂
肪
を
測
定
し
て
も
ら
っ
た

り
、
歯
科
保
健
コ
ー
ナ
ー
や
薬

の
コ
ー
ナ
ー
等
に
足
を
運
び
、

普
段
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

相
談
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
十
一
年
四
月
に

青
森
市
内
に
開
設
さ
れ
た
障
害

者
自

立

生

活
支

援
セ

ン

タ
ー

「
ピ
ア
ネ
ッ
ト
青
森
」
代
表
の
出

町
真
理
子
さ
ん
が
、
自
分
の
脳

性
麻
痺
の
子
ど
も
を
と
お
し
触

れ
合
っ
た
障
害
者
と
そ
の
家
族

と
と
も
に
つ
く
っ
て
き
た

。障

害
者
を
守

る
会
”
や
コ
ス
モ
ス

作
業
所
の
設
立
な
ど
の
活
動
を

経
て
、
現
在
は
、
地
域
で
一
人

暮
ら
し

を
希
望
す

る
重
度
障
害

者
の
自
立
を
支
え

る
セ
ン
タ
ー

設
立
ま
で
の
経
過
か
ら
、
高
齢

者
も
障
害
者
も
安
心
し
て
暮
ら

せ

る
地
域
づ
く
り
に
協
力
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
と
静
か
で
は
あ

り
ま
す

が
、
胸
を
打
つ
お
話
を

聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
で
四
回
目
に
な
る
ヘ
ル

シ
ー
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
に
は

、

主
婦
等
十
六
組
が
自
慢
の
腕
を

ふ
る
い

、
カ
ロ
リ
ー
や
塩
分
を

控
え
め
に
し

た
ヘ
ル

シ
ー
料
理

を
出
品
し
ま
し
た
。
出
品
さ
れ

た
料
理
は
、
た
だ
ヘ
ル
シ
ー
な

だ
け
で
は
な
く
、
ト
マ
ト
や
カ

ボ
チ
ャ
等
地
域
の
特
産
品
で
あ

る
野
菜
を
活
用
し
た
も
の
で
あ

り
、
審
査
員
も
身
近
に
あ
る
材

料
を
い
か
に
ヘ
ル

シ
ー
に
調
理

し
た
か
を
重
点
的
に
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
ま
し
た
。
結
果
は
、
中

沢
地
区
の
坂
本
ゆ
か
り
さ
ん
が

出
品
し
た
「
ヘ
ル
シ
ー
つ
く
ね
」

が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
の
後
、
試
食
会

が
開

か
れ
参
加
者
は
お
に
ぎ
り
を
片

手
に
出
品
料
理
を
味
見
し
、
家

庭
で
も
作
っ
て
み
よ
う
と
レ

シ

ピ
を
持
ち
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
年
は
来
場
者
と
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
達
成
者
を
対
象

に
抽
選
会
を
行
い

、
盛
況
な
う

ち
に
幕
が
閉
じ
ま
し

た
。



蓬
田
村
で
は
、
昭
和
六
十
年

に
最
初
の
行
政
改
革
大
綱
を
策

定
、
平
成
七
年
十
一
月
か
ら
は
、

三
ヵ

年
の
計
画
期
間
を
定
め
第

二
次
の
行
政
改
革
に
取
り
組
み
、

さ
ら
に
は
平
成
十
年
度
に
も
計

画
を
策
定
し
、
実
施
し
て
き
ま

し
た
。

こ
の
度
、
蓬
田
村
行
政
改
革

推
進
本
部
（
本
部
長
・
古
川
正

隆
村
長
）
は
、
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
や
地
方
分
権
の
推
進
等
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応

し
た
行
政
運
営
を
進
め
る
た
め
、

民
間
有
識
者
等
で
構
成
す
る
蓬

田

村
行

政
改

革
推

進
委
員

会

（
清
水
信
造
会
長
）
か
ら
の
意

見
に
基
づ
き
、
平
成
十
一
年
十

月
二
十
九
日
に
、
平
成
十
一
年

度
か
ら
平
成
十
三
年
度
ま
で
の

お
お
む
ね
三
ヵ
年
に
お
い
て
取

り
組
む
主
な
課
題
を
内
容
と
し

て
、
「
蓬
田
村
行
政
改
革
大
綱
」

を
改
定
し
ま
し
た
。

そ
こ
で

、
行
政
改
革
の
取
組

み
に
つ
い
て
、
住
民
の
み
な
さ

ん
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

蓬
田
村
行
政
改
革

大
綱
の
内
容

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
新
た

な
行
政
課
題
や
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
て
い

く
た
め
、
既
存
の
事
業
の
全
般

に
わ
た
っ
て
見
直
し
を
行
い
ま

す
。

●
主
な
実
施
項
目

①
保
育
所
と
幼
稚
園
を
保
育
所

一
施
設
の
共
用
化
に
よ
る
運
営

実
施
。

②
公
共
施
設
の
効
率
的
な
管
理

及
び
運
営
の
検
討
を
す
る
。

●
主
な
実
施
項
目

①
事
業
効
果
を
精
査
、
廃
止
、

統
合
等
の
整
理
合
理
化
を
図
り

終
期
の
設
定
等
に
つ
い
て
検
討

を
す
る
。

高
齢
化
、
国
際
化
、
情
報
化

等
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対

応
し
、
新
た
な
行
政
課
題
や
住

民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
即
応
し

た
施
策
を
総
合
的
・
機
能
的
に

展
開
で
き
る
よ
う
組
織
・
機
構

を
見
直
し
す
る
。

●
主
な
実
施
項
目

①
平
成
十
二
年
度
四
月
に
ス
タ
ー

ト
す
る
介
護
保
険
制
度
の
新
規

の
事
業
と
平
成
十
四
年
度
全
村

給
水
開
始
と
な
る
簡
易
水
道
事

業
及
び
下
水
道
整
備
計
画
の
事

務
に
対
応
す
る
組
織
・
機
構
の

見
直
し
。

新
規
の
事
業
に
対
し
て
も
定

員
の
増
加
は
行
う
こ
と
な
く
、

職
員
の
配
置
転
換
に
よ
っ
て
対

応
し

、
新
採
用
は
定
年
等
に
よ

る
退
職
者
の
補
充
に
と
ど
め
る
。

●
主
な
実
施
項
目

①
定
員
適
正
化
計
画
の
策
定
。

職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、

給
与
水
準

、
給
与
制
度
及
び
そ

の
運
用
の
点
検
を
行
い
、
適
正

化
を
推
進
し
ま
す

。

●
主
な
実
施
項
目

①
管
理
職
手
当
を
見
直
し
す
る
。

人
件
費
、
公
債
費
等
の
義
務

的
経
費
の
増
加
に
よ
る
財
政
構

造
の
硬
直
化
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
経
費
全
般
に

つ
い
て
見
直
し
を
行
い
、
節
減

合
理
化
を
図
り
、
受
益
者
負
担

の
適
正
化
や
地
方
税
の
徴
収
率

の
向
上
を
図
り
、
自
主
財
源
の

確
保
に
努
め
る
。

幅
広
い
見
識

を
身
に
つ
け
た

職
員
の
育
成
を
図

る
た
め
、
実

務
研
修
職
員
研
修
所
等
に
お
け

る
研
修
を
有
効
に
活
用
し
ま
す
。

●
主
な
実
施
項
目

①
青
森
県
自
治
研
修
所
及
び
各

専
門
研
修
等
へ
積
極
的
に
参
加

す
る
。

行
政
に
対
す
る
住
民
の
評
価

は
、
窓
口
や
仕
事
の
現
場
に
お

新たな時代21世紀に向け

蓬田村行政改革大綱を改定

六
、
財
政
の
健
全
化

五
、
給
与
の
適
正
化

四
、
定
員
管
理
の
適
正
化

三
、
組
織
・
機
構
の
見
直
し

二
、
単
独
補
助
金
の
見
直
し

一
、
事
務
事
業
の
見
直
し

八
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

七
、
人
材
育
成
の
推
進

●村行革大綱を改定 ４



行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
上
で
行
政
の
情
報
化
は
有
効

な
方
策
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
個

人
情
報
の
保
護
に
十
分
配
慮
し
、

行
政
情
報
の
電
子
化
と
そ
の
総

合
的
利
用
、
事
務
事
業
の
シ
ス

テ
ム
化
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
等

九
、
行
政
の
情
報
化

け
る
対
応
に
左
右
さ
れ
る
面
が

大
き
い
こ
と
か
ら
、
適
切
な
接

遇
の
徹
底
、
縦
割
り
主
義
的
な

対
応
の
是
正
等
住
民
と
の
接
点

に
お
け
る
職
員
の
応
接
の
改
善

に
努
め
る
。

●
主
な
実
施
項
目

①
申
請
・
届
出
に
係
る
押
印
の

見
直
し
を
す
る
。

②
情
報
公
開
の
た
め
の
条
件
整

備
を
進
め
る
。

に
取
り
組
み
ま
す
。

●
主
な
実
施
項
目

①
住
民
基
本
台
帳
の
電
算
化
に

よ
る
事
務
手
続
き
の
簡
素
化
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
迅
速
化
の
推

進
を
図
る
。

②
長
期
的
視
野
に
立
ち
、
事
務

事
業
の
シ
ス
テ
ム
化
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
等
の
検
討
を
す
る
。

十

、
民
間
委
託
等
の
推
進

民
間
委
託
な
ど
の
実
施
が
適

当
な
事
務
・
事
業
に
つ
い
て
は
、

適
正
な
管
理
監
督
の
も
と
に
行

政
責
任
の
確
保
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
向
上
に
留
意
し
つ
つ

民
間
委
託
の
検
討
を
す

る
。

「
平
成
十

一
年

十
月
二
十
九
日
改
定
」

平
成
十
一
年
度

実
施
計
画

事
務
事
業
の
見
直
し

平
成
十
年
度
実
施
計
画
で
保

育
所
・
幼
稚
園
の

匸
兀
化
を
計

画
し
た
が
、
幼
稚
園
舎
の
老
朽

化
、
少
子
化
、
施
設
の
整
備
、

効
率
的
運
営
を
図
る
た
め
、
平

成
十
二
年
度
に
保
育
所
施
設
を

保
育
所
と
幼
稚
園
が
共
用
化
す

平
成
十
二
年
度
に
、
介
護
保

険
が
実
施
と
な
る
た
め
、
組
織

を
見
直
し
事
務
事
業
の
効
率
的

な
運
営
を
図
る
。

補
助
金
交
付
団
体
等
の
実
績

調
査
を
行
い
、
補
助
効
果
、
自

主
運
営
、
補
助
金
継
続
の
必
要

性
を
審
査
し
、
廃
止
、
統
合
、

終
期
の
設
定
等
を
検
討
す
る
。

管
理
職
手
当
を

一
一
〇
〇
分

の
八
」

を
「
一
〇
〇
分
の
六
」

に
引
き
下
げ
、
管
理
職
手
当
を

六
パ
ー
セ
ン
ト
に
一
律
と
す
る
。

経
費
全
般
を
見
直
し
節
減
合

理
化
に
努
め
、
予
算
の
適
正
な

執
行
を
図
る
。

①
住
民
票
写
し
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
化
を
図
る
。

②
職
員
の
接
客
マ
ナ
ー
の
向
上

を
推
進
す
る
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

財

政

の

健

全

化

給

与

の

適

正

化

村
単
独
補
助
金
の
見
直
し

行
政
組
織
の
見
直
し

る

。

第
四
便
は
、
蓬
田
産
の
新
米

む
つ
ほ
ま
れ
「
正
直
米
」
を
送

り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。

ぷ

る

さ
と

宅
配

便

よ
甘

吉

た
・ヲ

し

ヤ

シ
｛
？

々

リ

｝↑

ン

パ

々

ケ
↓

｝ジ
。

◇
早
速
食
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
青
森
の
お
米
は
、
今
回
の

よ
う
に
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
つ
も
実
家
か
ら
送
っ
て
も

ら
う
の
は
、
炊
く
と
バ
サ
バ
サ

に
な
っ
て
し
ま
い
、
水
加
減
が

難
し
く
、
以
来
も
う
何
年
も
食

べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
こ
の
「
正
直
米
」
は
、

私
に
も
お
い
し
く
炊
け
て
、
食

べ
て
も
、
と
て
も
お
い
し
い
お

米
で
し
た
。

◇
今
回
も
、
お
い
し
い
お
米
を

ご
賞
味
で
き
た
こ
と
は
、
大
変

う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

お
盆
に
帰
省
し
た
時
、
田
ん

ぼ
の
稲
も
大
豊
作
の
よ
う
で
し

た
の
で
、
み
ん
な
二
コ
ニ
コ
顔

で
、
一
生
懸
命
に
仕
事
を
し
て

い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

そ
の
お
米
を
食
べ
ら
れ
る
と

は
、
本
当
に
あ
り
か
た
い
こ
と

で
す
。
家
族
一
同
喜
ん
で
お
り

ま
す

。

◇
私
ど
も
の
よ
う
に
ふ
る
さ
と

を
遠
く
離
れ
、
各
地
を
転
々
と

転
勤
を
繰
り
返
す
も
の
に
と
っ

て
は
ふ
る
さ
と
は
特
別
の
意
味

が
あ
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
今
年
は
、
力

二
、
ト
マ
ト

、
蓬
田
牛
肉

、
お

米
と
ふ

る
さ
と
の
味
を
じ
っ
く

り
か
み
し
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し

た
。

大
変
あ
り
か
た
い
こ
と
と
感

謝
し
て
お
り
、
来
年
も
ぜ
ひ
続
け

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

◇

前
回
の

「
蓬
田
牛
」
、
今
回

の
「
む
つ
は
ま
れ
」
と

、
い
ず

れ
も
十

分
に
そ
の
味
を
楽
し

ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
夏
は
、
蓬
田
を
訪
れ
、
旧

友
の
方
だ
ち
と
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
蓬
田
の
発

展
に
は
驚
く
ば
か
り
で

、
今
さ

ら
に
時
代

の
移
り
変
わ
り
を
感

じ
ま
し
た
。

来
年
度
も
、
こ
の
す
ば
ら
し

い
企
画
に
ぜ
ひ
参
加
し

た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

5　●村行革大綱を改定



①食料・飲料水・電気・ガスなどについて

食料の供給や電気、ガス、水道などの重要なサービスについては、大きな問題は起こら

ないと考えられます。ただ、家庭で防災用（地震や風水害）として備えている２～３日分

の食料・飲料水・救急箱・懐中電灯・ラジオ・乾電池などは、この機会に準備・点検を。

②薬・医療品について

常備薬などはこの機会に必要なものがないか点検しましょう。持病などで医師から日ご

ろ服用するよう指示されている薬がある方は、心配なときは念のため医師に相談を。在宅

療養中で医療機器を使っている場合は、必ず主治医に相談しましょう。なお、心臓ベース

メーカーなど生命に影響する可能性がある機器は問題がないと考えられます。

③預貯金などの記録

金融機関や郵便局の預貯金記録はバックアップされますので、預金などの記録が消える

などの大問題は発生しないと考えられます。しかし、安心のため年末には通帳に記帳し、

残高記録を確認しましょう。また、念のため年末年始までに受け取る領収書は保管し、来

年１月以降に受け取る請求書に誤りがないかチェックし ましょう。

④身近な家電製品など

日付管理を行っているパソコン・ファックス・電話・ビデ オなどの機器の一部で、日付

表示のずれなど、不具合が起こるものがあります。自分で修正可能なものがありますが、

疑問点は各メーカーへ早めに問い合わせましょう。なお、冷蔵庫、洗濯機、掃除機、電子

レンジ、炊飯器、エアコンなどに問題は起きないと考えられます。

⑤現金の引き出しについて

金融機関や郵便局では、預貯金の払い戻しに支障がないよう万全の体制で臨みますので、

お正月休暇の分を考慮した、いつもの正月休みと同じ対応で心配ありません。なお、多額

の現金を手元に置くと盗難の恐れがあるので十分注意しましょう。

⑥灯油・ガソリンなどの備え

灯油・ガソリン等については、石油関連企業は各社とも供給に支障が生じないよう、万

全の体制で臨むこととしており、さらに国内には約166日分に相当する石油も備蓄されて

いること等もあり大きな問題は生じないと考えます。年末年始の休暇の日数や気温等を考

慮して、例年通り各ご家庭で備え付けのタンク等に適切な量を確保しておくことをお 勧め

します。

2000年問題への備えを6　

年末年始の準備、大掃除に加えて、

西暦2000年問題への備えを珥.I一白i§II‘jj,lllji,l,l,l,llll,lji“,IXIIﾘIII白ii 師 jl皐4･i.1111･?11!¢j4j!i!llﾔ,糾i万一

見直してみよう、わが家の安全対策

【お問い合わせ先】

蓬田村役場　総務課　コンピ ュータ西暦2000年問題住民相談窓口

B  0174 ― 27 ― 2111 (内線303)



●
老
い
の
手
を
　

涙
か
く
し
て
　

窓
で
振
る
　
　
　
　

飄
　

一

●
ふ
る
さ
と
が
　

近
く
て
バ
ス
の
　

窓
を
拭
く
　
　
　

蓬
　
石

●
爺
の
笑
み
　
窓
に
映
し
て
　

夜
汽
車
発
つ
　
　
　
　

啓
　
子

●
希
望
と
い
う
　
窓
は
い
つ
で
も
　

開
け
て
お
く
　
　

清
　
乃

12月

黒ずんだﾗﾝ ﾌ ぱ取り替えましょう

(財)東 北 電 気 保 安 協 会

カメラ

10月24日、蓬田村消防団（吉田初男団長）

は有事に対応できる体制を整えるため、蓬

田地区で強風下に火災が発生、延焼の恐れ

ありと想定し、秋季火防演習を行いました。

訓練は、午前７時28分に火災発生の通報

があり、役場からサイレンの報知で村内８

分団、120 人の消防団員が出動して行われ

ました。火災現場に到着した団員は、地域

住民が見守る中きびきびした動作で消火活

動にあたり、ポンプ自動車の中継も手際よ

く行われ、日頃の訓練の成果を発揮し通報

から約18分で鎮火させました。

演習後、団員は毎戸にチラシを配布し、

火災予防を呼び掛けました。

気分は公立大生

ア　 イ

村消防団秋季火防演習

11月13日、東郡の６町村の

中学生が、青森市合子沢にあ

る青森公立大学に１日体験入

学しました。

このイベントは、青森市と

東郡の６町村で組織する青森

地域広域事務組合が、組合で

設立した大学を地域の皆さん

にもっと知ってもらい、また、

将来の進路を考える機会を与

えようと実施したもので、本

村からも16人、計81人の生徒

たちが参加しました。

２班に分かれ、「パソコン

実習」と「中学生に知っても

らいたいロシアの暮らし」と

題した講義が行われ、インター

ネットやロシアの生活などに

ついて興味深そうに聞き入り、

盛んに質問していました。

また、広い学生食堂で昼食

を食べたり、体育館や図書館

を見学したりして他町村の生

徒だちと交流を深め、貴重な

体験に感激した様子で、公立

大生気分を味わっていました。

●
病
床
の
　
友
を
励
ま
す
　

窓
の
月
　
　
　
　
　

久
　
子

●
夢
を
見
た
　
レ
ー
ス
の
窓
辺
　

乙
女
の
日
　
　

お
　

富

●
タ
バ
コ
呑
み
　

ガ
ン
の
予
防
と
　

窓
を
開
け
　

森
　

勝

●
窓
だ
た
く
　
隣
の
孫
の
　

回
覧
板
　
　
　
　
　

千
恵
子

７ ●カメラアイ／川柳北緯41°



一
段
と
寒
さ
が
増
し
、
冬
の

到
来
を
感
じ
さ
せ
る
季
節
が
や
っ

て
参
り
ま
し

た
。
こ
の
季
節
に

な

る
と
流
行
す

る
の
が
「
イ
ン

フ
ル

エ
ン
ザ
」
で
す
ね
。
イ
ン

フ
ル

エ
ン
ザ
と
は
、
高
熱
、
全
身

の
だ
る
さ
や
筋
肉
関
節
の
痛
み

を
伴
う
全
身
症
状
の
強
い
疾
患

で
、
合
併
症
も
起
こ
し
や
す
く
、

時
に
は
入
院
が
必
要
と
な
り
、

肺
炎
や
脳
炎
な
ど
に
よ
り
死
に

至

る
こ
と
も
あ
る
、
あ
な
ど
っ

て
は
い
け
な
い
感
染
症
で
す

。

日
本
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

毎
年
十

一
月
下
旬
か
ら
十
二
月

上
旬
こ
ろ
に
発
生
が
始
ま
り
、

翌
年
の
一
月
か
ら
三
月
ご
ろ
に

そ
の
数
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
冬
本
番
に
な
り
ま

す

が
、
次
に
述

べ
る
よ
う
な
こ

と
に
注
意
し

、
イ
ン

フ
ル
エ
ン

ザ
を
予
防
し

ま
し
よ
う
。

①
外
出
後
に
、
う
が
い
、
手
洗

い
を
す
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
患

者
の
せ
き
、
く
し
ゃ
み
、
会

話
の
際
に
空
気
中
に
排
出
さ

れ
た
粒
子
を
直
接
吸
い
込
む

か
間
接
的
に
患
者
の
鼻
水
な

ど
の
分
泌
物
を
さ
わ
っ
た
手

で
目
を
擦
っ
た
り
鼻
を
い
じ
っ

た
り
し
て
感
染
し
ま
す
。
し

た
が
っ
て

、
う
が
い
や
手
洗

い
は
気
道
の
粘
膜
や
手
に
付

着
し
た
ウ
イ
ル

ス
を
取
り
除

く
の
に
効
果
的
で
す
。

②
必
要
な
時
以
外
は
、
人
混
み

を
さ
け
る

③
マ
ス
ク
を
す
る

マ
ス
ク
を
し
て
も
ウ
イ
ル

ス
の
感
染

を
防
止
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
外
気
の

冷
え
か
ら
の
ど
を
守
る
と
と

ち
に

、
湿
度
を
保
つ
こ
と
で

気
道
粘
膜
の
保
護
に
役
立
ち
、

ウ
イ
ル

ス
が
粘
膜
に
吸
着
す

る
の
を
防
ぎ
ま
す
。

④
睡
眠
な
ど
休
養
を
よ
く
と
り
、

栄
養
に
気
を
配
る

普
段
か
ら
規
則
正
し

い
生

活
を
送
り
、
ス
ト
レ
ス
が
た

ま
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ

⑤
部
屋
を
暖
か
く
し

、
湿
度
を

保
つウ

イ
ル
ス
は
、
低
温
で
湿

度
が
低
い
ほ
ど
長
い
間
生
存

し
ま
す
の
で

、
部
屋
を
暖
か

く
し
、
加
湿
器
を
使
っ
た
り
、

洗
濯
物
を
干
し
た
り
し
て
湿

度
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

⑥
部
屋
の
換
気
を
す
る

部
屋
の
中
の
ウ
イ
ル
ス
の

濃
度
を
下
げ
る
た
め
に
は
、

換
気
が
重
要
で
す
。

⑦
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
を
受
け
る

①
安
静
に
し
て
休
養
を
と
る

睡
眠
不
足
は
一
番
の
大
敵

で
す
。
休
養
を
と
る
こ
と
は
、

自
分
の
か
ら
だ

を
治
す
だ
け

で
は
な
く
、
他
の
人
に
う
つ

さ
な
い
と
い
う
意
味
か
ら
も

重
要
で
す
。

②
部
屋
の
湿
度
を
保
つ

③
水
分
を
十
分
に
補
給
す
る

脱
水
症
状
の
予
防
や
、
気

道
粘
膜
の
乾
燥
を
防
止
す
る

た
め
に
、
水
分
を
十
分
補
給

し

ま
し
よ
う
。

④
早
め
に
医
師
の
診
察
を
受
け

ま
し

よ
う

か
ぜ
と
は
軽
く
考
え
ず
に
、

早
め
に
医
師
の
診
察
を
受
け

ま
し
よ
う
。
特
に

、
高
齢
者

が
感
染
す
る
と
必
ず
し

も
高

熱
を
出
さ
な
い
の
で
、
早
め

に
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
よ

保健コーナー　8

健康トピックス

インフルエンザのお話
～今冬は正しい予防方法でインフルエンザを寄せ付けない！～

お 知 ら せ

最近、子どもの虐待やいじめが社会問題化されていま

すが、青森保健所では、子どもの心の健康づくり対策と

して 「子ども虐待・いじめ相談」を10 月から開設してい

ます。育児不安や虐待・いじめに関すること等お気軽に

ご相談ください。詳細は下記のとおりです。

【平成11 年度青森保健所「子ども虐待・いじめ相 談」】

○面接相談日：毎月第４水曜日　13 : 30～14 : 30

（受付時間　13 : 00～13 : 30）

○場　　　 所：青森保健所　 ２階相談室

○専門相談員：小児科医師・保健所保健婦

※原則として予約制となっていますので、相談のある方

は相談日前日までに 青森保健所予防課または蓬田村

役場福祉課までご連絡下さい。

○お問い合わせ先：青森保健所予防課露0177 －41－8116

蓬田村扮場福祉理露0174 －27 一割囗

【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
ら
な
い
た
め
に
】

［
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
］



ひとりで悩んでいませんか

青森県立母子福祉センター法律相談開設(無料)

青森県最低賃金

(平成11年10月１日から)

青森県立母子福祉センターでは、母子家庭、寡婦、父子家庭

を対象に、生活の安定と自立促進を図るため、平成11年10月か

ら法律相談（無料）を行っています。

養育、相談、財産などいろいろな問題について、弁護士が法

律相談におこたえしますので、どうぞご利用ください。

○相談日：毎月第３火曜日

○時　間：午後１時～午後３時（一人30分以内）

○場　所：青森県立母子福祉センター・相談室

（場合によっては電話相談も可）

※あらかじめ申し込み、予約が必要です。

【お問い合わせ先】

青森県立母子福祉センター

住所　青森市中央三丁目20－30　県民プラザ３階

0177-74-3780 Fax 0177 －35－4160

国民年金からのお知らせ

○国民年金の保険料は社会保険料控除の対象となります。

○国民年金保険料の納め忘れありませんか。

【お問い合わせ先】

蓬田村役場　住民課　国民年金係　0174-27-2112

お知らせ

国の教育ローンについてのお知らせ

ご利 用い た

だけ る方

専修 学校、 各 種学校 、 大学、 短 大な どへ 入学・

在学 される 方 の保護 者 または ご 本人で 、 前年 の

年収 が、1, 210万円 （事 業所 得者 の場 合は990 万

円）以 内 の方

ご 融 資 額 学生 ・生 徒お一 人 につき200 万円以 内

ご 返済期 間
10年以 内 （交通 遺 児家 庭また は母 子家 庭 の方は

11年以 内）

据 置 期 間 在学 期間以 内 （ご返 済期 間 に含 まれ ます｡）

お 使い みち

○ 入 学時 に必 要な 費用

入 学金等 の 学校納 付 金、 受 験 費用、 そ の他 入

学 に際し 必 要な 費用

○ 在 学中 に必 要な 費用

授 業料 等の 学校納 付 金、下 宿代 等 住居 にかか

る 費用、 通 学に要 する 交通 費 及び 学生 の国 民

年 金保険 料

利　　　 率 年2.3%  ( 固定 ）平 成11 年10 月１ 日現 在

ご 返済方 法
元 利 均等毎 月払 い （ボ ーナ ス併 用返 済、 ステ ッ

プ 返 済も可 能で す｡）

保　　　 証 (肺教 育資 金融 資保証 基 金ま たは 保証 人１ 名以 上

【お問い合わせ先】

国民牛活金融公市　杳杳方宍　　 霓 旧77づ3 づ ｍ

精皆勤手当、通勤手当、家

族手当等は算入されません

白

○青森県産業別最低賃金（平成11年12月21日から）
次の産業については、それぞれの産業別最低賃金が適用され

ます。

業　　　　　　 種
最低賃金 額

１　 日 球寺間

鉄鋼業

(高炉による 製鉄業、表面処理鋼 材製造業を除く｡)
5,680 円 710円

電気機械 器具製造業

（電球・電 気照明器具製造業、電子 計算 機・同 付属

装置製造業 及び医療用計測器製造業 （心電 計製造

業除く）を除く｡ ）

5, 215円 652円

※次の産業別最低賃金は、適用地域を青森県全域に拡大するこ

とで新しく生まれ変わります。

業　　　　　　　 種
最低賃 金額

１　 日 １時間

各種商品 小売業 5,1旧 円 6｣8円

自動車 小売業
（二輪自動 車小売業（原動機 付自転 車を 含む）を 除

く｡ ）

5, 510円 689円

【お問い合わせ先】

青森労働基準局　賃金課　　霞0177-34-4114

この制度は、年金槓立金を原資とした加入者への還兀融資事

業として、厚生年金保険または国民年金に10年以上加入してい

る方へ、お子さんの入学時や在学中の教育費を低利でご融資す

る制度です。

また、国民生活金融公庫等の一般教育ローンとの併用もでき

ます。

○融資金額…学生一人につき（高校・専門学校・短大・大学生

等、受験予定者等）

厚生年金保険加入中の方　　100万円以内

国民年金加入中の方　　　　50 万円以内

○融資利率…年2.20%  (平成11年11月現在）

（返済額例）100万円借入、返済期間10年で、毎

月9, 600円程度

ボーナス併用返済可能

○返済期間…10年以内（在学中は最長４年の据置可能）

○保 証 人…保証人一人、または保証基金に加入

○手 数 料…振込手数料、契約書の印紙代、保証基金利用者の

保証保険料のみ

【お問い合わせ先】

（社）青森県厚生年金勤労者住宅協会

霆0177-73-2077

１ 日　　4,  757円

Ｈ 寺間　　595 円

報

情 局

厚生年金保険または国民年金の加入者は

教育資金の融資がうけられます

9 ●お知らせ情報局



平
成
十
二
年
度

県
立
海
洋
学
院
生
徒
募
集
案
内

（
鬻
修
コ
ー
ス
）

★
募
集
定
員
Ｅ
二
十
名

★
入
学
資
格

男
女
及
び
年
齢
を
問
わ
ず
中

学
校
卒
業
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
の
前
期
課
程
修
了
以
上
の
学

歴
を
有
す

る
壮
健
な
者

★
修
学
期
間
：
二

年
間

★
願
書
受
付
期
間

二
月
三
日
？
二
月
十
五
日

★
提
出
書
類

○
入
学
願
書
（
写
真
添
付
三

四

×
三

四
、
上
半
身
脱
帽
）

○
履
歴
書

○
健
康
診
断
書

○
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書

※
入
学
検
定
料
は
無
料

★
入
学
選
考

○
時
期
…
二
月
下
旬
ヽ
ぐ三

月
三
日

○
内
容
…
筆
記
試
験
（
中
学
校

卒
業
程
度
の
一
般
教
養
）
及

び
面
接
試
験

○
場
所
・：
八
戸
市

、
む
つ
市
、

青
森
市
、
鰺
ヶ
沢
町

★
合
格
発
表
・：
三
月
中
旬

★
修
学
経
費

授
業
料
及
び
寮
費
は
無
料

※
た
だ
し
、
食
費
、
学
院
外
研

修
費
、
取
得
講
習
費

が
必
要
。

入

学
時

別

途
納

入

金
五

万
円

（
実
習
服

・
研
修
服
・
合
羽

・

長
靴
・
教
材
費
代
）
。
研
修
教

育
資
金
貸
付
制
度

（
無
利
子
）

有★
二
次
募
集

定
員
に
満
た
な
い
場
合
に
行

★
入
学
日

平
成
十
二
年
四
月
十
一
日

「
お
問
い
合
わ
せ
先
」

青
森
県
立
海
洋
学
院
　
教
務
課

霞
0
1
7
8
－
3
3－

０
０
４
（
リ

マ

イ
ホ

ー
ム

資
金
は

年

金
住
宅
融
資
で
！
・

☆
申
し
込
み
で
き
る
方

厚
生
年
金
保
険
に
三
年
以
上

加
入
し
て
い

る
方

☆
お
使
い
み
ち

住
宅
の
新
築
や
購
入
、

リ
フ
ォ
ー
ム
資
金

☆
受
付
期
間

平
成
十
一
年
十
一
月
十
五
日

～
平
成
十
二
年
一
月
十
四
日

☆
融
資
利
率

年
二
・
八
八
％
～

（
二
段
階
金
利
・
平
成
十
一

年
十
一
月
一
日
現
在
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

㈹
青
森
県
厚
生
年
金

勤
労
者
住
宅
協
会

昌
Ｏ
↑
⊥
７
７
－
7
3－
2
0
7
7

行
政
書
士
会
か
ら

相
談
業
務
の
ご
県
内

当
協
会
で
は
、
県
会
事
務
局

に
お
き
ま
し
て

、
毎
月
第
二
水

曜
日
に
は
「
く
ら
し
の
相
談
」
、

毎
月
第
三
水
曜
日
に
は

「
交
通

事
故
相
談
」

の
無
料
相
談
所
を

設
置
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

相
談
日
に
は
専
門
の
ス
タ
ッ

フ
が
相
談
に
応
じ
、
依
頼
者
の

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
事
前
の
相
談
予
約
も
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

○
く
ら
し
の
相
談

「
子

ど

も

の
ト

ラ

ブ
ル
」

「
隣
近
所

の
ト

ラ
ブ
ル
」
「
買

い
物
・
お
金
の
ト
ラ
ブ
ル
」
な

ど
、
く
ら
し
と
老
後
の
い
ろ
い

ろ
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
交
通
事
故
相
談

加
害
者
に
誠
意

が
な
い

、
ひ

き
逃
げ
や
無
保
険
車
に
よ

る
損

害
と
い
っ
た
も
の
か
ら
、
自
身

に
も
過
失

が
あ
る
よ
う
な
場
合

な
ど

、
被
害
者
の
方
が
、
事
故

の
際
の
処
置
か
ら
損
害
賠
償
請

求

を
め
ぐ

る
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
点
に
い
た
る
ま
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

青
森
県
行
政
書
士
会

昌
0
1
7
7

－
4
2
－

１
１
２
只
）

一
目
十
日
は
『
一
一
0
番
の
日
』

一
一
〇
番
は
、
交
通
事
故

や

泥
棒
、
け
ん
か
な
ど
警
察
へ
緊

急
に
通
報
す
る
場
合
の
電
話
番

号
で
す

。

こ
の
制
度
は
、
皆
様
方
の
安

全
な
生
活
を
守

る
た
め
に
昭
和

六
十
一
年
に
『
一
一
〇
番
の
日
』

を
定
め
て
適
切

、
積
極
的
な
利

用
を
呼
び
掛
け
て
お
り
ま
す

。

通
報
す
る
際
は
、
次
の
点
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

。

①

「
何
か
あ
っ
た
の
か
？
」

②

【
ど
こ
で
こ

③

［
い
つ
？
］

④

［
犯
人
は
？
］

⑤

【
ど
ん
な
状
況

か
？
】

⑥

［
名
前
、
電
話
番
号
？
］

ま
た
、
最
近
の
傾
向
と
し
て
、

携
帯
電
話
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
の
一

一
〇
番
通
報

が
急
増
し
て
お
り

ま
す
。
か
け
る
際
は
次
の
三
点

を
お
願
い
し
ま
す

。

①
［
現
場
を
離
れ
な
い
］

現
場
の
状
況
・
場
所
な
ど
詳

細
が
分
か
ら
な
く
な
る
。

②
［
移
動
し
な
が
ら
話
さ
な
い
］

電
波
状
態
に
よ
り
途
中
切
れ

て
し
ま
う
場
合

が
あ
る
。

③
「
通
報
後
は
電
源
を

切
ら
な
い
」

警
察
か
ら
電
話
を
か
け
直
す

こ
と

が
あ
る
。

事
件
事
故
　

み
ん
な
を
守
る

一
一
〇
番

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

蟹
田
警
察
署
蓬
田
駐
在
所

霞
0
1
7
4

－
2
7
－

２
０
３
（
ｈ
）

災
害
被
害
者
に
対
す
る

．
県
税
の
減
免
措
置
等
に
つ
い
て

災
害
に
よ
り
、
財
産
に
及
ぼ

し
た
損
害
が
非
常
に
大
き
く
、

そ
の
た
め
に
生
活
に
重
大
な
影

響
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
被
害

の
状
況
等
に
応
じ
て
、
今
後
納

付
す
べ
き
県
税
を
減
免
す
る
等

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
県
税
事
務
所
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
お
問
い
合
わ
せ
先
」

青
森
県
税
事
務
所

霞
0
1
7
7
－
7
7－

１
４
９
Ｑ
り

－　一一一　　 －　－　 －　　　　　　　－一 一　－　　一一
家庭が。夫婦・親子が愛情と1言頼の絆で結ばil 、子どもが安心し

て成長していける･･ ぬくもりのある生活の場̈ をめざして

大人が。もっと子どもに接する時間をもつよう心がけねば、子ど

もも変わっていきます。

「 家 庭 の 匐 」　 毎 彫 討 目 愬 目

家庭づくりについて、家庭内で考え。話し 台い、楽しみ台い。協

力し 合う日です。

「 ノ ー 屶 事 デ ィ 」　 鴿 年 名 鳬 の 誚 ごSB 曜 狛

家庭で過ごす時間を充実させるために、いっさい公共的な行事を

行わない 囗を設定しました。

家庭のこと､家 族のことだけのために過ごす一日にしてください。
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●
佳
作
　
秋
に
は
ね
ス
ポ
ー
ツ
ど
く
し
よ
た
の
し
い
な
　
　

４
年
　

小

猿
　

隼
也

コ
オ
ロ
ギ
は
よ
る
に
き
れ
い
な
こ
え
で
な
く
　
　

２
年
　

八
戸
　

菜
摘

あ
き
で
も
ね
ゆ
き
が
ふ
っ
て
る
と
こ
も
あ
る
　
　

３
年
　

三
上
　
　

匠

く
り
の
い
が
命
を
も
っ
た
ら
は
り
も
ぐ
ら
　
　
　

４
年
　

八
戸
有
佳
李

よ
く
見
よ
う
虫
が
土
へ
と
ひ
な
ん
す
る
　
　
　
　

５
年
　

久
保
田
絵
璃

あ
き
が
く
る
あ
き
の
七

ゆ
ん
び
が
で
き
た
か
な
　

２
年
　

越
田
　

孝
子

ま
ん
げ
つ
で
う
さ
ぎ
が
も
ち
を
つ
い
て
い
た
　
　

４
年
　

高
田
　

圭
介

ゆ
う
ひ
に
ね
ふ
わ
っ
と
と
ん
で

る
あ
か
と
ん
ぼ
　

５
年
　

大
宮
　

由
子

あ
き
に
は
ね
や
っ
ぱ
り
く
り
が
に
あ
う
ん
だ
　
　

４
年
　

松
本
　

怜
已

秋
の
川
お
ち
ば
の
船
が
お
よ
い
で
る
　
　
　
　
　

４
年
　

高
松
　

尚

太

秋
に
な
る
お
ち
ば
が
さ
ん
ぽ
し
て
い
る
よ
　
　
　

５
年
　

高
木
　

美
佳

秋
風
は
き
れ
い
な
は
っ
ぱ
を
お
ど
ら
せ
る
　
　
　

３
年
　

細
谷
　

健
人

あ
き
か
ぜ
で
り
ん
ご
が
一
つ
こ
ろ
が
っ
た
　
　
　

２
年
　

佐
井
　

琴
海

あ
き
か
ぜ
が
ふ
ゆ
の
か
お
り
を
だ
し
て
い
る
　
　

２
年
　

久
慈
　

有
香

ゆ
う
や
け

が
お
い
し
く
見
え
る
き
せ
つ
だ
よ
　
　

３
年
　

大
宮
由
紀
子

●
五
客
　
と
ん
ぼ
さ
ん
あ
と
す
こ
し
で
ね
お
わ
か
れ
だ
　
　

３
年
　

吉
田
　

麻
由

ど
ん
ぐ
り
は
あ
き
の
こ
び
と
だ
か
わ
い
い
な
　
　

２
年
　

越
田
　

理
央

秋
が
き
て
わ
た
し
の
た
ん
じ
よ
う
び
も
う
す
こ
し

３
年
　

吉
崎
　

彩
奈

山
に
は
ね
い
ろ
ん
な
あ
き
が
い
る
ん
だ
よ
　
　
　

２
年
　

青
木
　

果
歩

ど
ん
ぐ
り
は
あ
た
ま
に
か
つ
ら
が
あ
る
ん
だ
　
　

４
年
　

久
慈
　

里

美

☆
人
位
　
こ
う
え
ん
に
お
ち
ば
の
ふ
と
ん
し
い
て
あ
る
　
　

３

年
　

高
木
　

麻

希

☆
地
位
　
や
き
い
も
を
や
い
て
い
る
の
を
み
ら
れ
る
か
　
　

２

年
　

青
木
　

勇
士

☆
天
位
　
こ
ら
モ
グ
ラ
ぼ
く
の
や
き
い
も
も
っ
て
く
な
　
　

４

年
　

三
浦
　

正

嗣

題
「

秋

」

天
位
　
４
年

三
浦
　
正
嗣
さ
ん

選
評

傘
松
川
柳
同
好
会
長

今
回
は

、
今
ま
で
最
高
の
四
三
六
句
が
集
ま
り
ま
し
た
。
秋
の
句
は
、
作
り
や
す
か
っ
た

の
か
な
。

で
も
、
半
分
は
自
分
の
秋
で
は
な
く
、
見
た
ま
ま
の
秋
で
し

た
。
も
み
じ

、
ク
リ

、
カ
キ

も
自
然
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
そ
の
中
に
自
分
を
入
れ
て
書
く
の
が
大
事
で
す

。

人
位
　
お
ち
ば
が
つ
も
っ
て
い

る
の
が
「
ふ
と
ん
」
に
見
え

た
、
と
い
う
の
が
高
木
さ
ん

の
目
で
す

。
あ
た
た
か
く
て
い
い
で
す
ね
。

地
位
　

な
ん
と
な
く
、
い
つ
も
あ

る
ふ
う
け
い
の
よ

う
で
す
ね

。
「
み
ら
れ
る
か
」
と
、

す
っ
ぱ
り
切
っ
た
の

が
、
ぎ
ゃ
く
に
よ
い
ん
（
ひ
び

き
）
を
感
じ
さ
せ
ま
す

。

天
位
　

も
ぐ

ら
は

、
三
浦

く
ん
の
と
も
だ
ち
な
ん
だ
ろ
う
な
。
思
っ
た
こ
と
を
、
ま
っ
す

ぐ
に

書
い
て
く
れ
ま
し
た
。
秋
で
す
ね
。

テレホンガイド
１　J  ANUARY１２　DECEMBER

日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

％ズ 25 26 27 28 29

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

12・1月行事予定表

開催日 曜日 行　　　　事　　　　名 場　　所 時間 担　当

12/1 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9 :00 中 央 公 民 館
６ 月 書道教室 中　央　 公　民　 館 13 : 30 //

８ 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9 :00 ﾉﾉ

13 月 書道教室 中　央　 公　民　館 13 : 30 //

15 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9 :00 /ﾉ

16 木 自治会長・行政連絡員合同会議 中　央　 公　民　 館 13 : 30 総　　務　　課
17 金 乳児健診 // 13 : 00 福　　祉　　課
20 月 書道教室 中　央　公　 民　 館 13 : 30 中 央 公 民 館
21 火 生活習慣病予防教室 ふるさと総合センター 9 :30 福　　祉　　課
23 木 スキー場開き（開設期間12/23 ～3/20 ） ス　　キ　　ー　　場 社 会 教 育 課
27 月 書道教室 中　央　公　 民　館 13 : 30 中 央 公 民 館

１／５ 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9 :00 XZ

６・７ 木・金 少年スキー教室 ス　　キ　　ー　　場 10 : 00 社 会 教 育 課
６ 木 初春書き初め大会 中　央　公　 民　館 9 :30 XZ

12 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9 :00 中 央 公 民 館
17 月 書道教室 中　央　公　 民　館 13 : 30 /7

19 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9 :00 X/

20･21 木･金 元気なかつちやの味自慢･うで自慢 ア　　ス　　パ　　ム 10 : 00 農 林 水 産 課
24 月 村表彰式･村教育委員会表彰式 ふるさと総合センター 13 : 30 総　　務　　課

24･26･28月･水･金 成人スキー教室 ス　　キ　　ー　　場 18 : 30 社 会 教 育 課
24 月 書道教室 中　央　公　 民　館 13 : 30 中 央 公 民 館
26 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9 :00 //

27 木 公共施設合同落成式（予定） // 10:00. 企　　画　　課
31 月 書道教室 中　央　公　 民　館 13 : 30 中 央 公 民 館

役　　　場　27-2111
F AX　27-3255

教育委員会　31-3111
F AX　31-3112

ふるさと総合センター
31-3200

マルシェよもぎた
31-3040

ス キ ー場　27-3090

ト レ セン　　　27-3010
よもぎ温泉　　　27-2170
中央公民館　　　27-2076
保　育　所　　　27-2180
幼　稚　園　　　27-2042
小　学　校　　　27-2069
中　学　校　　　27-2038
社会福祉協議会　27-2828

ペ
ン
シ
ル

児
童
川
柳
狸

2]

[巨

さ
ざ
き
蓬
石
气
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戸 籍 の

窓　 囗

人口と世帯数

(10 月30日現在)

総人口　3, 701人

男　　1, 763人

女　　1,938 人

世帯数　1,093 世帯

10月受付分

お誕生おめでとうございます

十
一
月
九
日
、
物
産
館
友
の

会
（
久
慈
一
司
会
長
）
会
員
は

じ
め
関
係
者
三
十
六
人
が
参
加

し
て

、
県
内
農
産
物
直
売
所
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

物
産
館

「
マ
ル

シ
ェ
よ
も
ぎ

た
」

は
、
開
設
前
か
ら
地
場
産

品
を
生
か
し

た
加
工
品
の
開
発

や
冬
場
の
品
揃
え
対
策
な
ど
を

課
題
と
し
て
運
営
し
て
き
ま
し

た
が
、
県
内
の
直
売
所
は
ど
ん

な
管
理
運
営
方
法
を
と
っ
て
い

る
の
か
弘
前
市
の

「
サ
ン
フ
ェ

ス
タ
い
し
か
わ
」

と
板
柳
町
の

「
と
れ
た
て
市
」
、
浪
岡
町
の

「
ア
ッ
プ
ル
ヒ
ル
」

を
視
察
し

た
も
の
で
す
。

会
員
た
ち
は
各
直
売
所
の
商

品
を
丹
念
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
回

り
、
ま
た
、
加
工
施
設
等
の
設

八 戸　 銷 （ﾂﾄ 回

越 田 なお　と　　　
誠　一

直 人（1ぶ
美子

二男

い に眞 侵 手 （⊇ 噐 心

おくやみ申し上げます

備
や
衛
生
面
な
ど
も
見
学
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
会
議
室
で
代

表
者
の
方
か
ら
管
理
運
営
形
態
、

通
年
販
売
を
す
る
に
あ
だ
っ
て

の
苦
労
話
な
ど
説
明
を
受
け

、

会
員
だ
ち
か
ら
は
活
発
な
質
問

や
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

久
慈
会
長
は

「
来
年
の
眷
か

ら
は
野
菜
の
作
付
け
も
増
え

る

予
定
で

、
加
工
品
の
開
発
に
対

し
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
会
員
み
ん
な
の
心

を
一
つ
に
し

、
ア
イ
デ
ィ
ア

を

出
し
合
っ
て
物
産
館
の
さ
ら
な

る
飛
躍
を
目
指
し
ま
す

。」

と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

物
産
館
で
は
十
二
月
二
十
三

日
か
ら
三
十
日
ま
で
、
年
末
大

売
り
出
し
を
開
催
し

ま
す
の
で

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

小松　直作（蓬　　 田　73歳）

細谷　アキ（蓬　　 田　88歳）

川崎　ハル（広　　 瀬　90歳）

八戸　よし（阿弥陀川　88歳）

坂本　ミワ（中　　沢　85歳）

佐藤　喜一（中　　沢　77歳）

八戸　武男（阿弥陀川　68歳）

編

集

後

記

卯

年

も

あ

と

十

日

余

り

、

新

し

い

年

は

辰

年

で

す

。

今

年

一

年

誤

字

・

駄

文

と

お

付

き

合

い

い

た

だ

き

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

広

報

よ

も

ぎ

た

は

来

年

も

内

容

充

実

に

努

め

ま

す

の

で

、

身

近

な

話

題

や

写

真

な

ど

な

ん

で

も

結

構

で

す

の

で

気

軽

に

お

知

ら

せ

く

だ

さ

い

。

ま

た

、

話

題

提

供

や

感

想

等

は

、

電

子

メ

ー

ル

で

も

受

け

付

け

て

い

ま

す

。

ア

ド

レ

ス

は

、

b
l
ｕ

ｅ
ｒ
ｏ

ａ

ｄ
-

ｙ

ｏ

ｍ

ｏ

ｇ

ｉ
ｔ

ａ

＠

ｎ

ｅ

ｔ
.
　ｐ

ｒ
ｅ

ｆ
.

　ａ

ｏ

ｍ

ｏ

ｒ
ｉ
.
　ｊ

ｐ
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物産館友の会

県内農産物直売所視

察
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